
感染症発生動向調査

  平成24年第28週
（7月9日～7月15日）

◆　 今週のコメント
･
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　ヘルパンギーナの定点当たり報告数は２.５４（１０４例)で，先週の約１.６倍となっています。年齢階級別
では２歳が３１例（２９.８％）と最も多く，次いで１歳２２例，３歳１８例の順で，１歳から３歳までで６８.３％を
占めています

･

･ 伝染性紅斑の定点当たり報告数は０ ３９（１６例）で 先週（０ ２０）に比べ倍増しています 年齢階級別

占めています。

　手足口病の定点当たり報告数は０.５４（２２例)で，先週（０.２０）の倍以上となっています。本年，カンボ
ジアで５０人以上の死亡例があった手足口病の患者からは，髄膜炎などの中枢神経系の合併症を引き
起こす恐れがあるエンテロウイルス７１（ＥＶ７１）が検出されています。京都市の手足口病の患者から検出
されたウイルスは，コクサッキーウイルスＡ１６（ＣＡ１６）が２件で，全国でもＣＡ１６が３５件と最も多く，ＥＶ
７１は４件となっています（平成２４年７月２０日現在）。

◆　 今週のトピックス：＜風しん＞
風しんの報告が２例あり，１月以降の累積報告数は１５例となっています。平成２０年に定点把握疾患か

ら全数把握疾患に変更されて以降，最多で，全国の累積報告数も６９２例と，昨年の年間累積報告数（３
７４例）を大幅に上回っています。詳細をトピックスに掲載しています。

　伝染性紅斑の定点当たり報告数は０.３９（１６例）で，先週（０.２０）に比 倍増しています。年齢階級別
では６箇月から７歳までで報告があります。

◆　発生状況

・ 二類：結核 ６例（肺結核 ２例，その他結核 １例，潜在性結核感染者 ３例）うち喀痰塗抹陽性 なし
【１月以降の累積報告数 ２４６例（肺結核 ９５例，その他結核 ５２例，潜在性結核感染者 ９９例）うち喀痰塗抹陽性 ５１例 】

・ 四類：レジオネラ症（肺炎型） １例 【１月以降の累積報告数 ５例】
・ 五類：風しん（検査診断例） ２例 【１月以降の累積報告数 １５例】

全数把握の感染症

（市内定点数　インフルエンザ定点６８， 小児科定点４１， 眼科定点１０， 基幹定点１）

定点     報告数　　

ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ 　インフルエンザ ０　

小児科   ①　感染性胃腸炎 １５５　

（降順5位まで） ② ヘルパンギーナ １０４

３．７８

０．００

２ ５４

感染症名 定点当たり報告数 

定点把握の主な感染症

（降順5位まで）   ②　ヘルパンギーナ １０４　

  ③　水痘 ３８　

  ④　Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 ３７　

  ⑤　手足口病 ２２　

眼科   流行性角結膜炎 ５　

【次ページ以降の主な内容】
発生状況の概況グラフ / 今週のトピックス：＜風しん＞

０．９０

０．９３

２．５４

０．５０

０．５４

　　発生状況の概況グラフ　/　今週のトピックス：＜風しん＞

（ 注 ） 京都市のデータは，平成24年7月19日現在の報告数で，全国の還元データと若干異なる場合があります。
また，本情報での患者数は，届出医療機関所在地での集計で，患者の住所を示すものではありません。
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◆　発生状況の概況グラフ

１　今週（第２８週）と先週（第２７週）の定点当たり報告数の比較
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２　腸管出血性大腸菌感染症の推移
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３　主な感染症の定点当たり報告数の推移

＜小児科定点＞
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＜小児科定点＞

　 　　　　　　　１ 感染性胃腸炎 　 　　　　２ ヘルパンギーナ
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　　　　　　　　 ３ 水痘 　　　　　 ４ Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎
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※ 平成15年からの追加疾患のため，過去５年平均値はありません。
＜眼科定点＞ 流行性角結膜炎
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平成２４年

第28週（7月9日～7月15日）トピックス：＜風しん＞
風しんの報告が２例あり １月以降の累積報告数は１５例とな ています 平成２０年に定点把握疾患から全数把　風しんの報告が２例あり，１月以降の累積報告数は１５例となっています。平成２０年に定点把握疾患から全数把

握疾患に変更されて以降，最多で，全国の累積報告数も６９２例と，昨年の年間累積報告数（３７４例）を大幅に上
回っています（平成２４年７月１９日現在）。
　性別は，男性８例，女性７例で，年齢群別では４０歳代が６例（男性３例，女性３例）と最も多く，次いで２０歳代が４
例（男性３例，女性１例）となっています。ワクチン接種歴は，あり（１回のみ）２例，なし４例，不明９例です。
　都道府県別では兵庫県，大阪府，東京都，神奈川県，埼玉県，京都府の順に多くなっています。
　全国の性別年齢群別累積報告数は，２０歳代～４０歳代の男性の報告数が多くなっており，女性では２０歳代が
多くなっています。

平成７年４月から 生後１２箇月～９０箇月未満の男女に風しんワクチンが接種されることになりましたが 以前に　平成７年４月から，生後１２箇月～９０箇月未満の男女に風しんワクチンが接種されることになりましたが，以前に
風しんワクチンを受けたことがない者に対する経過措置として，平成２０年４月から平成２５年３月末まで中学１年生
及び高校３年生に相当する年齢の人のＭＲ（麻しん・風しん）ワクチン又は単抗原の無料接種が，協力医療機関で
行われています。京都市の協力医療機関については下記のホームページを御参照ください。
http://www.city.kyoto.lg.jp/hokenfukushi/page/0000060618.html
風しんの届出基準及び届出様式は，下記を御覧ください。
http://www.city.kyoto.lg.jp/hokenfukushi/page/0000107310.html

京都市及び全国の年次報告数（平成２４年７月１９日現在）
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平成２４年の都道府県別累積報告数（平成２４年７月１９日現在）

80

120

160
H24年・女性
H24年・男性累

積
報

00

H20年 H21年 H22年 H23年 H24年

） ）

全国の性別年齢群別累積報告数（平成２４年７月１９日現在）
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全国の性別年齢群別累積報告数（平成２４年７月１９日現在）
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